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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 本 研 究 の 目 的は 、米 国に お け る 特 別 ニー ズ 教育 お よ び イ ン クル ー シヴ 教 育 の カ リ キュ ラ ムの 開 発 過

程 に お け る ” Ableism”（ 健 常 者 中 心 の能 力 主義 ）の 系 譜 を 確 認 し 、特別 ニ ー ズ 教 育 の指 導 原理 と 配 慮

方 法 の 展 開 を 検討 す るこ と で あ る 。  

 作 業 課 題 と して は 主と し て 二 点 を 設定 し た。第 一 に 、” Ableism”の言 説 が 教 科 学 習や 生 活指 導 領 域

の 枠 組 み と 内 容の 形 成に ど の よ う に 影響 し たか を 検 討 す る こと で ある 。第 二 に、言 語、数 量、社 会 的

ス キ ル と い っ た学 習 内容 の 指 導 上 の 手続 き を教 師 用 マ ニ ュ アル な どか ら 検 討 す る こと で ある 。い ず れ

の 課 題 も マ サ チュ ー セッ ツ 州 な い し ボス ト ン市 、ケ ン ブ リ ッ ジ 市の知 的 障 害 、学 習 障 害児（ Learning 

Disabilities, Learning Disorder 双 方 を 想 定） の カ リ キ ュ ラム に 即し て 、 学 習 内 容、 指 導方 法 の 項

目 に つ い て 、 定性 的 コー デ ィ ン グ を 行い 、 検討 を 行 っ た 。  

 MA 州 の 知 的 障 害 、学習 障 害 等 の 領 域に お ける カ リ キ ュ ラ ムや テ ーチ ャ ー ズ・マ ニ ュ ア ルから 、通 常

教 育 主 導 主 義 （ Regular Education Initiative： REI）、 LD の デ ィ ス クレ パ ン シ ー （ Discrepancy） モ

デ ル 、 教 育 的 介入 に 対す る 反 応 （ Responsive to Intervention:RTI） モデ ル を 中 心 と する 指 導介 入 原

理 が 、特 に 教 科 学 習の 効率 化 を 促 す 形 で影 響 を与 え て い る こ とを 確 認し た 。さ ら に こ れ らに 共通 す る

こ と と し て 、特 別 な支 援を 必 要 と す る 生徒 で あっ て も 、通 常 教 育 で学 習す る こ と を 前 提と し たカ リ キ

ュ ラ ム 編 成 原 理と 学 級編 成 原 理 を 有 して い るこ と が 見 出 さ れた 。 特徴 的 な 点 を 二 点挙 げ る。  

 第 一 に 学 習 集団 編 成に つ い て で あ る。ど の よう な 教 育 的 ニ ーズ を 持つ 子 ど も が 学 習集 団 に包 摂 さ れ

て い る か を 確 認す る こと が 必 要 で あ ると 想 定さ れ た が 、知的 障 害 児 より は デ ィ ス ク レパ ン シー モ デ ル

に 基 づ い た 学 習障 害 児や 不 器 用 さ に よる 学 習遅 滞 を 抱 え る 発達 障 害児 を 前 提 と す る傾 向 が見 て 取 れ

た 。さ ら に、 Ableism を め ぐ る 議 論 は、通 常 教育 を 行 う 中 等 教育 段 階の 学 校（ high school）に つ い て

多 く な さ れ る 傾向 が 今回 の 検 討 で は 見出 さ れた 。教 科 学 習 のみ な ら ず、領 域 横 断 的 な学 習（ Integrated 

Curriculum）に お いても 、中 等 教 育 段 階 で Ableism が ス テ ィ グ マ と して 顕 在 化 し が ちで あ るこ と 、教

育 実 践 者 が そ れを 一 つの リ ス ク と み なし て 学習 指 導 を 実 施 して い るこ と な ど が 指 摘さ れ てき た（ 例 え

ば Hale,2015）。今 回 行 った マ サ チ ュ ー セッ ツ 州で の 事 例 の 探 索の 中 でも 同 様 の 傾 向 が見 ら れる こ と を

確 認 し た 。  

 第 二 に 、 Ableism の 言説 が 、 教 育 者 、学 習 者、 家 族 等 を 含 む、 障 害児 や 要 支 援 児 への 態 度形 成 に 焦

点 を 当 て て い るこ と であ る 。 能 力 主 義レ ン ズ（ Ableism Lens） と い う語 を 用 い て 、 要支 援 児に 対 す る

社 会 的 バ イ ア スの 存 在を 指 摘 す る 言 説が 見 られ る こ と を 確 認し た 。州 や 市 の 政 策 文書 に は、 Ableism

と い う 語 に 直 接言 及 する も の は 管 見 の限 り 少数 し か 見 ら れ なか っ たが 、 実 践 報 告 レベ ル では Ableism

の ほ か 、Racism, Sexism 等 の 社 会 的 バ イ ア スに基 づ く 学 業 達 成に 関 する 検 討 が 2011 年 こ ろ から 始 め

ら れ て お り 、 学習 者 のバ イ ア ス 同 様 に教 師 のバ イ ア ス を 指 摘す る 傾向 が 見 ら れ た こと を 確認 し た 。  

 こ れ ら の 検 討は 、学習 集 団 の 多 様 性を 確 保し つ つ 、学 業 達 成 水準の 維 持 、向 上 も 同 時に達 成 し よ う

と す る 先 進 国 の今 日 的教 育 課 題 に 対 して 、認 知的 学 習 過 程 の みな ら ず 、要 支 援 児 を 包 摂す る 学校 経 営 、

学 級 経 営 の 必 要性 を 検討 す る た め の 理論 的 示唆 を 与 え る 可 能性 が ある 。し か し 、そ の た め には 教 員 の

バ イ ア ス の 具 体的 内 容 、学 業 達 成 へ の 具体 的 影響 の デ ー タ 収 集と 、同 様の 分 析 視 角 を わが 国 の学 校 教

育 に 導 入 し て 検討 す るこ と が 必 要 と なる 。 これ ら の 分 析 、 検証 は 今後 の 課 題 と し たい 。  
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